
　　　　　　　　　主　　　　文

　　　　　　　本件抗告を棄却する。

　　　　　　　　　理　　　　由

　記録によれば，本件は，申立人が，公訴提起後第１回公判期日前に，起訴前の勾

留理由開示の期日調書（以下「期日調書」という。）の謄写申請をしたところ，こ

れを担当した裁判官において期日調書の謄写を不許可にしたのは違法であるとして

，刑訴法４２９条１項２号により準抗告を申し立てたものである。しかし，【要旨

】本件期日調書の謄写の不許可は，勾留理由開示を担当した裁判官が同法４０条１

項に準じて行った訴訟に関する書類の謄写に関する処分であって，同法４２９条１

項２号にいう「勾留（中略）に関する裁判」には当たらないから，これに対しては

，準抗告を申し立てることはできず，同法３０９条２項により異議を申し立てるこ

とができるにとどまると解するのが相当である。したがって，本件準抗告の申立て

は不適法であり，これが適法であることを前提とする本件抗告の申立ても不適法で

ある。

　よって，同法４３４条，４２６条１項により，裁判官全員一致の意見で，主文の

とおり決定する。
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